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Ｃ 現状維持 平成19年12月から実施の対キロ運賃の導入により収支率のアップを図って行く。
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コード 名            称
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一般会計

総務費

細目

細々目

款

コード

行政バス運行経費

市内交通機関の利便性を高める
目

バスの利便性の向上

区分

会計

項

名               称

939
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事業名

基　本
施　策

数量 金  額 金  額単位単位 数量数量 金  額単位 事 業 内 容事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位事 業 内 容単位 数量 金  額単位

37,000

改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

3

3

必要性

有効性

3

3

達成度

市町村自主運行バス運行費補助金
（9/20）

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳

4,191

28,056
35,091 37,000

市町村自主運行バス運行費補助金
（5/20）

市町村自主運行バス運行費補助金
（8/20）

19,436
23,627

23,045

市町村自主運行バス運行費補助金
（7/20）

市町村自主運行バス運行費補助金
（4/20）

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

市町村自主運行バス運行費補助金
（6/20）

33,066 33,722

8700

人0.3

37,000
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

公共交通機関の空白地域における交通弱者に対し移動手段の確保は、関係市民の生活上必要であるが、民間運送事業
者等のサービスが対応できない地域にあっては、行政による施策の実施が必要である。また、中学生の通学に伴うスクー
ルバスとしての利用もあり、必要な事業である。

日常生活において交通手段を持たない市民にあっては必要な事業で、中学生の通学にも利用する等、有効的な利用を図っ
ている。

道路改良等による通行止めにより利用者に不便のないよう迂回運行の実施により、運行便数の確保を図った。

運賃の改定により収支率の向上が望まれるが、最大１回500円の料金額となった路線等は利用率の低下などに向かう可能
性もあり、効率面での検討が必要である。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容
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運行業務委託料

総合評価 事業の方向性
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事業の成果を測る指標

収支率

年間利用者数

評価項目 ポイント

企画費

バス等対策事業経費

行政バス運行経費
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総務管理費
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39,160
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平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容平成１８年度 決算内容

公共交通機関の空白地域の生活交通手段の確保と高齢者をはじ
めとする交通弱者の移動手段の確保を図る。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

3

・廃止代替バス３路線を運行する
・滝線（片道10.1ｋｍ）
・高尾線（片道16.8ｋｍ）
・霧生線（片道13.3ｋｍ）を４～５往復運行した。

・廃止代替バス路線３路線をＨ12年度より運行している。
・Ｈ18年度はダム周辺整備事業関連の道路整備事業の関
係から迂回運行の必要から経費の増高したが、今後ダム
周辺整備事業関連の道路整備事業も進捗することから経
費の増額が必要な状況下にある。
・Ｈ１8年度に委託料の積算方法の変更を行い経費の節減
に努めている。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

公共交通機関の空白地域における市民

（※対象件数

根拠法令・要綱等 道路運送法・三重県バス運行対策費補助金交付要綱

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度 スクールバス運行（款10教育費・項2小学校費・目１学校管理費・細目101-02スクー

ルバス運転管理及び維持経費）

　委託先
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奥田　充法 連絡先
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(内線)
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実績値
単位指標設定の考え方

持続可能な収支であるか。

需要があるか

％

人
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80000

30
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